
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【福島県福島市】 

１実践テーマ 【  Ⅴ    】  

２実施対象者 北沢又小学校 全児童及び職員     

 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（体育科    ） 

② 行事名（運動が好き・福島がすき ） 

③ その他（特にない   ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（特にない    ） 

② その他  （地区にない   ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○福島にゆかりのあるオリンピックや世界選手権に実際に参加され

た現役のアスリートに触れ話を聞いたり，実際に運動の動きを見せて

いただいたりすることで，子どもたちの夢や希望を現実のものとして

捉えさせる。 

 

 

 

 

 

５ 取組内容 １ 講師  青木 沙弥佳 選手  東邦銀行所属 

 

２ 講話と陸上教室 

（１） 講話 ＊全校児童対象 

・今現在の自己ベスト記録について 

 ・子どもの頃の自分について 

・子どもの頃の習い事と陸上について 

・思い出に残る人生最高のレースについて 

・陸上以外での得意なスポーツ ・その他 

        

（２） 陸上教室 ＊５年生６年生対象 

・運動の基礎練習 

・走りの基礎練習            

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

○子どもたちの感想から 

・４００ｍが１分もかからないと聞いて驚いた。さらに，日本一にな

ってから，これから何をすべきかを考え，具体的な努力をして，さら

に上を目指すところがすばらしいと感じた。 

・ハードルを跳んでいるところがかっこよかった。青木選手のように

自分の可能性を信じることや継続して努力することの大切さを学ん

だ。 

・勝つためや続けるための努力を聞いて，自分を信じて一生懸命がん

ばれば，必ず夢は叶うことがわかった。 

・私は青木選手の話を聞いて，中学生や高校生になって限界を決めず

自分の可能性を信じ，自分しかできないことにチャレンジしてみよう

と思った。 

 

○子どもたちからの感想の大部分が上記の内容のようなものであっ

た。子どもたちは，講師からの話を聞いて自分が今できることや将来

の夢などに希望が持てたことが大きな成果である。 

○福島からの聖火リレースタートやオリンピックの大会が地元で開

催されることについて，児童の関心が高まった。 

○福島にもオリンピックなどの世界的な大会で活躍している人が何

人もいることに気づき，誇りを感じ取っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○講師の思いが全校児童に伝わるように，プロジェクターによるプレ

ゼンテーション形式で，講話をお願いした。 

○陸上教室では，校庭で実際に講師の指導を受けられるようにした。 

 

８主な課題等 ○講演や体験教室等をしていただく講師を見つけるのに苦労した。 

昨年度や今年度は，教員の中で講師（選手）とつながりがある者がい

たが，鄕土の選手を斡旋紹介してほしい。 

○講師のスケジュールも考慮しなければならないので，希望した月で

実施するのが困難であった。 

 

９来年度以降

の実施予定 

○現時点では決まってはいない。 

 

 

 

 

 


